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ロシア解読  

や

企

業

、

大

学

や

居

住

者

等

も

動

員

す

る

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

を

自

ら

構

築

す

る

と

い

っ

た

こ

と

を

実

現

す

る

と

い

う

条

件

だ

。

 

 

第

３

、

日

本

の

事

例

だ

が

、

第

二

次

大

戦

後

、

灰

儘

に

帰

し

、

何

も

か

も

失

っ

た

。

中

小

企

業

も

壊

滅

し

、

再

度

育

成

す

る

暇

も

カ

ネ

も

な

い

状

況

で

あ

っ

た

。

し

か

し

地

方

銀

行

を

は

じ

め

と

す

る

金

融

機

関

が

、

政

府

の

助

け

も

借

り

な

が

ら

、

中

小

企

業

の

力

と

な

っ

た

。

そ

し

て

１

９

５

４

年

頃

か

ら

１

９

７

３

年

頃

ま

で

の

長

期

に

わ

た

る

高

度

経

済

成

長

を

支

え

る

大

き

な

力

と

な

っ

た

。

 

 

第

４

、

現

在

、

日

本

の

中

小

企

業

は

、

企

業

数

の

約

99

％

、

従

業

員

数

の

約

70

％

、

銀

行

か

ら

の

企

業

借

入

残

高

の

40

％

、

製

造

業

創

出

付

加

価

値

額

の

約

60

％

で

日

本

経

済

を

支

え

て

い

る

。

た

だ

し

ロ

シ

ア

の

場

合

、

15

人

以

下

が

ミ

ク

ロ

企

業

、

15

人

超

１

０

０

人

以

下

が

小

企

業

と

分

類

さ

れ

、

日

本

の

中

小

企

業

の

定

義

と

は

異

な

る

こ

と

に

留

意

す

る

必

要

が

あ

る

。

こ

う

し

た

ロ

シ

ア

の

ミ

ク

ロ

・

小

企

業

が

銀

行

か

ら

金

を

借

り

る

と

し

た

ら

ど

う

な

る

か

。

あ

る

ロ

シ

ア

の

か

な

り

名

の

知

れ

た

商

業

銀

行

の

ケ

ー

ス

で

、

２

０

１

３

年

９

月

に

実

行

し

た

貸

付

の

事

例

。

金

額

４

百

万

ル

ー

ブ

ル

、

表

面

金

利

年

18

・

23

％

、

期

間

５

年

、

約

定

毎

月

返

済

条

件

で

、

表

面

金

利

18

％

、

実

質

21

・

５

％

と

な

る

。

こ

う

し

た

厳

し

い

ビ

ジ

ネ

ス

環

境

の

改

善

を

｢

地

銀

と

ミ

ク

ロ

・

小

企

業

が

一

体

と

な

っ

て

改

善

し

て

い

く

こ

と

が

将

来

の

共

存

共

栄

の

た

め

の

前

提

｣

で

あ

る

と

考

え

た

い

。

 

 

第

５

、

本

日

の

こ

の

意

義

あ

る

銀

行

の

国

際

会

議

で

も

感

じ

た

こ

と

だ

が

、

｢

日

本

の

銀

行

は

い

く

ら

投

資

を

す

る

用

意

が

あ

る

の

か｣

と

い

っ

た

ア

ウ

ト

サ

イ

ド

・

イ

ン

の

発

想

が

強

く

、

残

念

な

が

ら

イ

ン

サ

イ

ド

・

ア

ウ

ト

の

発

想

が

弱

い

よ

う

に

思

え

る

。

地

銀

が

地

元

企

業

を

育

て

、

発

展

さ

せ

る

努

力

を

続

け

、

国

や

自

治

体

か

ら

支

援

も

得

な

が

ら

、

共

栄

共

存

を

図

る

。

こ

れ

が

地

銀

の

生

き

延

び

る

道

で

あ

る

と

考

え

る

。

 

 

議

長

の

コ

メ

ン

ト

は

な

く

、

次

の

講

演

者

の

名

が

呼

ば

れ

た

。

次

回

は

、

ロ

シ

ア

の

銀

行

と

ミ

ク

ロ

・

小

企

業

に

つ

い

て

数

字

面

で

語

っ

て

み

た

い

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

了

)
 

(

文

責

：

国

際

通

貨

研

究

所

客

員

研

究

員

 

菅

野

哲

夫

)
 

押

さ

れ

も

せ

ぬ

リ

ー

ダ

ー

国

の

ひ

と

つ

に

な

っ

て

欲

し

い

と

思

う

。

 

  

さ

て

、

た

ま

た

ま

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ク

で

開

催

さ

れ

た

ロ

シ

ア

地

銀

協

主

催

｢

Ｒ

ｏ

ｕ

ｎ

ｄ 

Ｔ

ａ

ｂ

ｌ

ｅ

：

Ｒ

ｕ

ｓ

ｓ

ｉ

ａ

 

ａ

ｎ

ｄ 

Ａ

Ｐ

Ｅ

Ｃ 
(

２

０

１

４

年

６

月

４

～

７

日

)
｣

と

題

し

た

国

際

会

議

に

出

席

し

た

。

｢

ロ

シ

ア

の

銀

行

と

中

小

企

業

｣

が

テ

ー

マ

な

の

で

、

興

味

を

惹

か

れ

た

か

ら

だ

。

実

際

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

問

題

を

抱

え

、

時

期

が

よ

く

な

い

と

の

懸

念

も

あ

っ

た

が

、

思

惑

と

は

違

い

、

知

事

を

団

長

と

す

る

北

海

道

企

業

・

団

体

の

商

談

会

、

ま

た

北

海

道

と

北

海

道

銀

行

の

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ク

共

同

駐

在

員

事

務

所

開

設

披

露

パ

ー

テ

ィ

ー

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

も

盛

り

込

ま

れ

、

な

か

な

か

の

盛

況

振

り

で

あ

っ

た

。

特

に

、

北

海

道

の

魅

力

を

ス

ク

リ

ー

ン

ー

杯

に

映

し

出

し

て

の

知

事

の

発

表

や

北

海

道

銀

行

の

ロ

シ

ア

人

行

員

、

ロ

シ

ア

商

業

銀

行

の

ソ

リ

ッ

ド

バ

ン

ク

に

勤

め

る

日

本

人

行

員

の

発

表

な

ど

を

目

の

当

た

り

に

し

、

ロ

シ

ア

ビ

ジ

ネ

ス

の

時

代

の

変

化

を

垣

間

み

る

思

い

が

し

た

。

 

 

私

は

、

｢

ロ

シ

ア

地

銀

と

日

本

地

銀

の

交

流

の

将

来

を

ど

う

み

る

か｣

と

題

し

、

15

分

の

発

言

の

機

会

を

も

ら

っ

た

。

共

存

共

栄

を

目

指

す

ロ

シ

ア

地

銀

協

主

催

の

会

議

で

も

あ

り

、

若

干

礼

を

失

す

る

か

と

も

思

わ

れ

た

が

、

次

の

よ

う

な

個

人

的

意

見

を

述

べ

た

。

 

 

第

１

、

ロ

シ

ア

地

銀

の

将

来

は

、

ロ

シ

ア

経

済

の

潜

在

力

の

大

き

さ

や

、

世

界

の

銀

行

、

特

に

日

本

の

地

銀

の

歴

史

を

み

て

も

、

ま

た

、

40

年

以

上

に

上

る

小

生

の

ロ

シ

ア

ビ

ジ

ネ

ス

の

体

験

か

ら

み

て

も

、

極

め

て

明

る

い

と

考

え

る

。

だ

が｢

た

だ

し

書

き

｣

が

つ

く

。

 

 

第

２

、

そ

れ

は

、

地

銀

が

リ

ー

ダ

ー

役

と

な

り

、

自

ら

中

小

企

業

を

育

成

し

、

繁

栄

に

導

く

こ

と

を

実

践

し

、

よ

り

効

果

的

な

実

現

の

た

め

に

、

国

や

自

治

体

、

あ

る

い

は

銀

行

や

経

済

団

体

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

のののの

雄雄雄雄

と

な

る

ロ

シ

ア

の

と

な

る

ロ

シ

ア

の

と

な

る

ロ

シ

ア

の

と

な

る

ロ

シ

ア

の

夢夢夢夢

とととと

課

題

課

題

課

題

課

題    

     

こ

れ

ま

で

、

ロ

シ

ア

を

中

心

に

、

｢

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

｣

諸

国

の

経

済

の

概

況

と

相

互

関

係

に

つ

い

て

述

べ

た

。

そ

の

趣

旨

は

、

｢

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

諸

国

が

潜

在

力

を

活

か

し

、

そ

の

持

続

的

発

展

を

図

り

、

国

際

経

済

か

ら

期

待

さ

れ

る

応

分

の

貢

献

を

継

続

す

る

こ

と

が

世

界

に

と

っ

て

も

望

ま

し

い

と

考

え

、

そ

の

達

成

の

た

め

の

ヒ

ン

ト

を

得

た

い｣

と

い

う

こ

と

。

 

 

し

か

し

世

界

情

勢

は

変

転

著

し

く

、

ロ

シ

ア

を

み

て

も

、

ソ

チ

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

の

開

会

を

待

た

ず

に

顕

現

化

し

た

｢

ウ

ク

ラ

イ

ナ

問

題

｣

を

主

因

に

、

そ

の

ビ

ジ

ネ

ス

環

境

は

よ

く

な

い

方

向

へ

と

動

き

出

し

た

。

東

西

冷

戦

時

代

が

終

わ

り

、

知

見

に

基

づ

く

よ

り

好

ま

し

い

国

際

秩

序

が

構

築

さ

れ

る

の

で

は

な

く

、

｢

ブ

ロ

ッ

ク

化

の

な

か

の

孤

立

｣

、

｢

集

団

安

保

の

な

か

の

自

衛

｣

、

｢

国

際

的

主

流

と

非

主

流

｣

、

｢

正

義

の

暴

力

派

と

無

差

別

暴

力

派

｣

と

い

つ

た

よ

う

な

抗

争

が

よ

り

頻

繁

化

し

、

残

念

な

が

ら

国

際

政

治

・

経

済

の

不

透

明

化

・

混

迷

化

が

増

し

て

い

る

。

 

 

こ

う

し

た

国

際

情

勢

の

な

か

に

あ

っ

て

、

ロ

シ

ア

は

今

後

ど

う

舵

を

と

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

欧

米

諸

国

と

話

合

い

を

重

ね

な

が

ら

、

う

ま

く

や

っ

て

い

く

。

あ

る

い

は

、

欧

米

諸

国

と

は

袂

を

分

ち

、

中

国

等

と

非

欧

米

諸

国

グ

ル

ー

プ

を

構

築

し

、

是

々

非

々

で

や

っ

て

い

く

。

ま

た

は

、

ソ

連

時

代

の

よ

う

な

ロ

シ

ア

独

自

グ

ル

ー

プ

を

構

築

し

、

独

自

の

路

線

を

歩

む

。

い

ず

れ

に

し

て

も

、

ロ

シ

ア

が

王

道

を

歩

み

、

健

全

で

、

愛

さ

れ

る

世

界

の

押

し

も

 

「

し

ぼ

む

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

夢

」

 

真

偽

の

検

証

(

ロ

シ

ア

を

中

心

に)
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